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参

『宗
論
』
所
載

の
、
智
旭

(
一
五
九
九
-
一
六
五
五
)
の
伝
記
は
、
彼
が
、

禅
宗
や
、

賢
首

・
慈
恩
の
宗
と
確
執
し
て
譲
ら
ぬ
天
台
学
界
の
現
状
に

不
満
で
あ

つ
た
し
、
又

『
四
教
儀
』
が
流
行
し
て
か
ら
、
天
台
学
は
愚

昧
な
も

の
に
成
り
下
が
つ
た
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
を
、

象
徴
的
に
語
り
伝
え
て
い
る
。
『法
華
論
貫
』
や

『
教
観
綱
宗
』
な
ど
の

彼
の
著
書
は
、
今
日
で
も
天
台
学
の
入
門
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
智
旭
の
教
学
の
特
色
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
天
台
教
学
史
に

お
け
る
、

一
種
の
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

弟
子
の
成
時
は
、
智
旭
の
天
台
学
に
関
し
て
、
「時
人
は
、
耳
を
以
て

目
と
為
し
、
皆
道
人
は
独
り
台
宗
を
弘
め
た
と
云
つ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
断
じ
て
謬
り
で
あ
る

(伝
記
六
〇
四
六
四
)」
と
、
特
に
註
記

し
て
い

る
。
成
時

の
意
見
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
し
、

か
え
つ
て
誤
解
を
招
く
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
論
は
、
先
ず
、
智
旭

の
学
問
の
全
体
の
構
想
の
な
か
で
、
天
台
学
が
果
た
し
た
役
割
は
何
か

を
考
え
、

し
か
る
後
に
、
智
旭
が
理
解
し
た
天
台
教
判
の
特
色
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

智
旭
は
、
自
ら
云
う
よ
う
に
、
「
恭
く
も
、
慾
翁
の
法
属
と
為
り
、
顧

る
に
、
私
淑
す
る
所
は
、
雲
棲

の
戒
、
紫
柏

・
六
祖
の
禅
、
荊
渓

・
智

者

の
慧
で
あ
る

(六
〇
七
七
九
)
」
。入智
旭
の
宗
学
が
、
慾
山
徳
清
の
法
を

嗣
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
彼
は
、

当
時

の
禅
宗
の
修
学
状

況
を
厳
し
く
指
弾
し
た
が
、
「
唯
し
、
慈
翁
だ
け

は
、
金
剛
眼
を
具
え
、

時

の
流
弊
を
堕
み
、
方
便
の
語
を
説
い
て
い
る

(六
〇
五
一
七
)」
と
説

い
て
、
讃
嘆
し
て
お
く
あ
た
わ
な
い
。

智
旭
は
、
始
め
禅
林
に
出
入
し
参
禅
を
志

し
た

が
、
時
弊
を

目
撃

し
、
後
に
天
台
学
を
知
る
に
及
ん
で
、
次
の
よ
う
な
確
信
に
到

つ
た
の

だ
と
い
う
。
「
台
宗
に
非
ざ
れ
ば
、
其
の
紙
を
糾

す
こ
と
能

わ
ず
。
台

教
存
す
れ
ば
仏
法
存
し
、
台
教
亡
ず
れ
ば
、
仏
法
亡
ず
る
の
道
理
、
誠

に
我
を
欺
か
ざ
る

(六
〇
七
八
二
)」
こ
と
を
。

こ
こ
に
、
智
旭
の
教

・

禅
相
資
の
教
学
の
立
場
が
成
立
す
る
。

少
室
と
天
台
と
、
本
と
両
致
な
し
。
後
世
の
禅
は
、
既
に
教
を
諦
じ
、
教
は

亦
た
禅
を
諺
ず
。
良
に
悲
し
む
べ
し
。
予
、
二
三
才
、
即
ち
苦
に
参
禅
を
志

し
、
今
頼
く
自
ら
称
し
て
、
天
台
に
私
淑
す
る
は
、
我
が
禅
門
の
病
は
、
台
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宗
に
非
ざ
れ
ば
、
救
う
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
を
深
く
痛
む
。
奈
何
ぞ
、
台
家

の
子
孫
、
猶
お
固
く
、
我
が
禅
宗
を
拒
ん
。
堂
に
智
者
大
師
の
本
意
な
ら
ん

哉

(
六
〇
五
五
九
)
。

こ
の
よ
う
な
教

・
禅
相
資
の
主
張
が
、

一
を
捨
て

一
を
択
る
よ
う
な

も
の
で
な
か
つ
た
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
か
と
い
つ
て
、
教

・

禅
両
宗
を
、
安
易
に
統
合
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
意
見
で
は
な
か
つ
た
。

そ
れ
は
、
現
実
の
宗
教
を
荷
負
う
自
己
を
、
根
底
に
み
す
え
、
絶
望

の

坐
り
に
再
生
す
る
方
途
を
模
索
し
て
い
る
過
程
の
な
か
で
、
し
だ
い
に

明
確
な
形
を
表
わ
し
た
も
の
で
、
歴
史
的
な
諸
宗
の
境
界
を
は
ず
す
こ

と
に
よ

つ
て
、
「宗
教
」
の
、
本
来
的
に
開
か
れ
て
い
る
機
能
を
回
復
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
閉
鎖
的
な
各
宗
の
教
学
の
將
壁
を
と
り
は

ら
い
、
「
宗
教
」
を

一
層
根
源
的
な
共
通
基
盤
の
上
で
開
放
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
、
こ
の
よ
う
な
教
禅
相
資

の
主
張
は
、
も

一
歩
突

つ
込
ん
で

い
え
ぱ
、
教
禅

一
致
の
主
張
で
あ
り
、
三
学
周
備
の
教
学
体
系

の
確
立

を
目
指

す
も
の
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

禅
宗
に
向
け
ら
れ
た
批
判
は
、
同
時
に
同
よ
う
に
し
て
、
天
台
宗
に
向

け
て
も
発

せ
ら
れ
よ
う
。

今
、
台
宗
を
弘
め
る
者
は
、既
に
禅

・
律

・
法
相
を
偏
収
す
る
こ
と
能
わ
ず
、

又
何
を
以
て
絶
待
の
妙
を
成
ぜ
ん
。既
に
独
り

一
台
宗
を
負
っ
て
勝
と
な
す
。

又
豊
に
対
待
の
鹿
を
成
ぜ
ざ
ら
ん
や
。
是
の
故
に
、
台
、
既
に
禅
宗

・
法
相

を
山
外
に
拒
み
、
禅
、
亦
た
台
を
単
伝
直
指
の
外
に
拒
む
。
夫
れ
台
者
を
拒

め
ぱ
、
固
り
止
だ
台
者
を
知
ら
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
禅
と
法
相
と
を
拒
め

ば
、
又
堂
に
止
だ
、禅
と
法
相
と
を
知
ら
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ん
哉
(六
〇
五
五

四
)
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
「
北
斉

・
南
嶽

・
智
者

・
杜
順
、
未
だ
嘗
て
禅
関

を
以
て
本
と
為
さ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ず
。
達
磨

・
六
祖

・
五
宗
諸
老
、
未

だ
嘗
て
聖
教
を
以
て
印
と
為
さ
ざ
る
こ
と
あ
ら

ず

(六
〇
七
四
三
)
」
で

あ
る
か
ら
、
と
。
そ
こ
で
、
「
台
宗
は

一
心
三
観
と
い
い
、
賢
首
は

一
真

法
界
と
い
い
、
相
宗
は
勝
義
唯
識
と
い
い
、
禅
宗
は
向
上
の

一
著
と
い

う

(
六
〇
さ

二
九
)」
、
表
現
さ
れ
る
言
葉
は
異

つ
て
も
、
そ
の
真
実
は
同

じ
で
あ
り
、
実
践
修
行
で
、
参
禅
と
い
い
、
念
仏
と
い
い
、
止
観
と
い

つ
て
も
、

こ
れ
ら
の
異
称
は
方
便
に
外
な
ら
ず
、
三
称
は
皆

一
致
で
あ

る

(
六
〇
六
三
五
)
、
と
、
彼
は
考
え
る
。

さ
ら
に
、
智
旭
教
学
を
特
色
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
性
相
融
会
の
主

張
が
あ
る
。
「
唯
識
の
玄
関
を
透
ん
と
欲
せ
ば
、
須
く
台
衡
の
宗
旨
を
善

く
す
べ
し
。
台
衡
の
心
髄
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、

須
く
唯
識
に
従
う
べ
し

(
六
〇
五
五
九
)」
。
南
嶽
慧
思
撰
と
伝
え
る

『
大
乗
止
観
法
門
』
の
研
究

を
重
視
し
た
こ
と
や
、
『相
宗
八
要
』
の
研
究
は
、
こ
こ
に
所
以
す
る
。

も
と
も
と
、
諸
宗
融
合
的
な
仏
教
学
の
構
想
は
、
永
明
延
寿
の

『
宗

鏡
録
』
な
ど
を
模
範
と
し
て
起
つ
た

(六
〇
五

一
四
)
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
智
旭
は

『
閲
蔵
知
津
』
の
よ
う
な
目
録
学
を
通
し
て
確
認
し
た
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
立
て
前
と
は
別
に
、
智
旭
教
学
の
中
枢
に

あ
る
の
は
、
天
台
と
唯
識
の
二
本
柱
で
あ
つ
た
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

華
厳
学
な
ど
に
ふ
れ
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て

一
般
的
な
教
義
に
限
ら
れ
、

智
旭
教
学

と
天
台
教
判

(
池

田
)
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天
台
学

の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
べ
き
も
の
は
な
い
。さ
ら
に
い
う
と
、

天
台
と
唯
識
の
比
重
は
、
幾
分
天
台
学
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
か
つ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
『閲
蔵
知
津
』
で
、
主
要
典
籍
に
限
つ
て
配
し
て
い
る
注

釈
は
、
わ
ず
か
の
例
外
は
別
に
し
て
、
す
べ
て
天
台
関
係
の
典
籍
に
限

ら
れ
、

殊
に
三
大
部
に
附
し
た
注
は
不
自
然
な
位
い
詳
し
い
し
、
又
、

他
の
著

述
に
つ
い
て
、
引
用
典
籍
を
調
べ
て
み
て
も
天
台
の
典
籍
が
圧

到
的
な
量
を
占
め
て
い
る
こ
と
な
ど
で
証
明
で
き
る
と
思
う
が
、
次

の

よ
う
な
、
彼
の

一
種
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
論
に
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

教
典
を
看
る
な
ら
、
且
く
玄

・
籔
を
完
く
し
、
次
に
、
十
不
二
門

・
詳
解
を
、

次
に
、
律
蔵
五
百
巻
、
井
に
大
乗
律
五
〇
巻
を
、
次
に
、
止
観

・
輔
行
を
、

次
に
阿
含
経
等
の
諸
小
乗
経
を
、
然
る
後
に
、
余
の
経
論
に
及
ぶ
よ
う
に

(
六
〇
六
五
〇
)

こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
智
旭
教
学
に
お
け
る
天
台
学
の
優
位
を
示
す

も
の
に
外
な
ら
ず
、
重
要
な
契
機
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。

惟
に
、
台
嶺
の
一
宗
は
、
始
め
智
者

・
章
安
よ
り
、
中
ご
ろ
荊
渓

・
四
明
の

諸
老
を
歴
て
、
近
ご
ろ
復
た
、
妙
峰
・
幽
渓
の
諸
大
師
を
得
て
相
い
継
い
で

興
り
、
教
観
讐
び
挙
げ
、
信
法
両
ら
被
る
。
故
に
能
く
、
賢
首

・
諸
教
の
観

道
の
蓼

々
た
る
を
超
え
、
亦
、
曹
洞

・
臨
済
等
の
宗
の
、
教
法
に
勝
る

(
六

〇
七
五

一
)
。

智
旭
教
学
に
お
け
る
天
台
学
の
優
位
は
、
南
嶽

・
天
台
な
ど
の
草
創

期
の
も
の
に
限
定
し
て
い
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
近
く
は
妙
峯
真

覚
や
、
幽
渓
伝
灯
の
教
学
に
及
ぶ
、
天
台
教
学
史
の
全
体
を
包
括
し
て

教
権
を
与
え
た
点
は
特
に
注
意
し
た
い
。
か
く
て
こ
こ
に
、
智
旭
教
学

の
骨
格
を
形
作
る
、
天
台
学
の
役
割
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、
智
旭
が
理
解
し
た
教
判
論
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
彼
が
諦
観
録

『
四
教
儀
』
に
賛
成
し
な
か
つ
た
こ
と
は
、
帽

頭
に
ふ
れ
た
が
、
『
法
華
会
義
』
で
は
、
彼
自
身
が
、
「今
人
は
僅
か
に

四
教
儀
の
書
を
読
み
、
広
く
台
宗
を
習
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
(
そ
ん
な

こ
と
で
)
ど
う
し
て
、
如
来
の
大
機
大
用
を
知

る

こ
と
が
で
き
よ
う

(
二
四
八
九
四
)
。」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
事
実
な
の
で
あ

ろ
う
。
『
四
教
儀
』
の
末
註
も
、
わ
ず
か
に
『
四
教
儀
集
註
』
を

一
ケ
所

(
心
地
品
合
註
五
九
九
七
四
)
引
用
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
も
教
判

に
つ
い

て
で
は
な
く
、
阿
羅
漢
位
の
説
明
を
譲
る
に
す

き
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら

の
点
か
ら
み
て
も
、
智
旭
の
天
台
学
は
、
諦
観
録
の
流
行
と
は
別
の
と

こ
ろ
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
る
に
、
智
旭
は
、
天
台
教
判
を

「
五
時

八
教
」
の
組
織
で
理
解

す
る
。
『
教
観
綱
宗
』
は
、

一
般
に
知
ら
れ
る

「
五
時

八
教
図
」
(
四
六

二
九
四
)
を
載
せ
て
い
る
し
、
外
に
も
、
「
五
時

八
教
」
の
成
語
は
、
「
宗

論
』
(六
〇
五
二
八
・
六
〇
六
一
三
・
六
〇
六
九
一
・
六
〇
七
二
九
)
、
『
首
樗

厳
玄
義
』
(
二
七
四
五
二
)
、
『
法
華
会
義
』
(
二
四
九
一
三
)
、『
周
易
禅
解
』

(
三
二
三
六
四
)
な
ど
に
見
え
る
が
、

一
層
多
く
は

「
一
代
時
教
」
と
い

う
よ
う
な
言
葉
で
、
天
台
教
判
を
名
指
し
て
い
る
。
又
、
『
閲
蔵
知
津
』

が
、
天
台
の
五
時
義
に
基
づ
き
、
仏
典
を
分
類
し
た
こ
と
や
、
『
法
華
論

貫
』
な
ど
で
、
五
時
説
な
ど
を
詳
論
し
て
い
る

こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ

-236-



で
い
る
。
だ
か
ら
、

こ
れ
ら
の
点
で
、
湛
然
教
学
に
姶
ま
り
、
諦
観
録

で
確
定

し
た
、
「
五
時
八
教
」
の
教
判
組
織
の
枠
組

は
、
智
旭
も
是
認

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
智
旭
は
、
『
四
教
儀
』
な
ど
が
、
別
の
五
時
を
正
意
と
し
て

偏
重
し
、

通
の
五
時

の
所
在
を
附
説
し
た
に
す
き
な
か
つ
た
解
説
方
法

を
廃
し
、

通
の
五
時
説
こ
そ
が
天
台
教
判
の
正
統
学
説
で
あ
る
と
強
調

す
る
。

そ
れ
は
、
智
旭

一
流
の
化
儀
四
教
説
の
拡
大
解
釈
に
よ
つ
て
根

拠
づ
け

ら
れ
た
。
『
教
観
綱
宗
』
は
、
1
頓
に
、
頓
教
部
と
頓
教
相
、
2

漸
に
、
漸
教
部
と
漸
教
相
、
3
秘
密
に
、
秘
密
教
と
秘
密
呪
、
4
不
定

に
、
不
定
教
と
不
定
益
、

の
各
二
義
を
開
き

(四
六
二
九
六
)
、
伝
統

的

な
議
論

で
あ

つ
た

二

十
教
相
L
の
課
題
を
統
合
し
、
新
し
い
組
織
を

与
え
た
。

『首
樗
厳
玄
義
』
で
は
、
「
智
者
大
師
、
五
時
八
教
を
以
て
如

来

一
代

の
所
説
の
法
門
を
判
釈
し
た
も
う

(
二
七
四
五
二
)」
と
起
し
、

化
儀
に

つ
い
て
、
「
頓
に
二
義
、
漸
に
二
義
、
秘
密
に
二
義
、
不
定
に

一

義

(
二
七
四
五
三
)」
と
説
い
て
、
『綱
宗
』
と
広
略
ほ
ぼ
同
類

の
解
説
を

し
て
い
る
。
印
刷

の
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
「
不
定
の

一
義
」
は
、
『
綱
宗
』

の

「
二
義
」
と
、
相
前
後
す
る
説
と
認
め
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
智
旭
の
化
儀
説
は
、
こ
の
よ
う
に
特
色
あ
る
も
の
で
あ

る
。
従
来

の
学
説
で
は
、
頓
は
華
厳
、
漸
は
初
中
後
に
、
阿
含

・
方
等
・

般
若
、
不
定
秘
密
は
、
爾
前
の
四
時
に
限
り
、
第
五
時
の
法
華
は
仏
意

の
開
顕
と
化
導

の
完
結
を
表
わ
す
か
ら
、
非
頓
非
漸
非
不
定
非
秘
密
で

あ
る
と
説

か
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
智
旭
は
、
十
巻
教
相
で
説
か
れ
る
、

頓

・
断

・
不
定
の
三
穂
に
漸
教

・
観

の
両
義
を
並
説
す
る
方
法
に
な
ら

い
、
従
来
の
化
義
四
教

の
義
意
に
、
新
た
に
1
頓
教
相
、

2
漸
教
相
、

3
秘
密
呪
、

4
不
定
益
を
加
え
、
各
教
典
間
に
共
通
す
る
化
義
の
意
味

を
広
げ
よ
う
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
に

出
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

思
う
に
、
別
の
五
時
は
、
法
華
の
開
顕
に
い
た
る
仏
意
の
プ

ロ
セ
ス

を
明
し
、
開
顕
の
場
面
の
原
理
的
な
根
拠
と
し
て
組
織
づ
け
ら
れ
た
教

判
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
通
の
五
時
は
、
表
現
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を

承
知
し
て
、
恐
れ
ず
い
う
な
ら
、
開
顕
以
後
に
、
反
省
的
に
そ
の
意
味

を
表
わ
す
も
の
で
、
い
わ
ば
、
開
顕
の
原
理
の
応
用
面
と
し
て
の
役
割

を
荷
負
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
な
い
か
。
そ
し
て
智
旭
の
学
問
の
立
場

で
は
、
別
の
五
時
の
、
救
心
的
に
鋭
角
的
な
切
り
込
み
で
、
仏
意
の
深

み
に
関
わ
る
明
快
さ
よ
り
は
、
む
し
ろ
開
顕
の
場
所
で
、
す
べ
て
を
容

認
し
、
諸
経
典
や
諸
宗
学
に
共
通
の
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
と
解
さ
れ

る
、
通
の
五
時
の
教
判
論

へ
と
、
強
い
関
心
が
注
が
れ
た
の
だ
と
い
え

な
い
で
あ

ろ
う
か
。
「
那
ぞ
独
り
五
味
の
次
第
に
約
し
て
領
ぜ
ん
耶
」

(法
華
会
義
二
四
九
〇
五
)
と
評
し
、
「
響
え
ば
、

一
一
時
中
、
成
く
五
時

八
教
を
具
す
。
(中
略
)
一
時
中
、
各
各
蔵
通
別
円
、
頓
漸
秘
密
不
定
、

五
味
の
益
を
得
る

(同
二
四
九
一
三
)」
と
説
く

の
は
、
そ
の
よ
う
な
消

息
を
伝
え
る
で
あ
ろ
う
、

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
幅
広
い
経
論

研
究
や
、
目
録
学
の
仕
事
と
、

無
関
係
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
よ
う
に

思
う
。

智
旭
教
学

と
天
台
教

判

(
池

田
)
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智
旭

は
、
経
典
の
解
説
に
は
、
天
台
の
経
題
釈
で
あ
る
、
五
重
玄
義

を
用
い
る
こ
と
を
常
と
し
た
。
五
重
玄
義
に
拠
る
説

は
、
『
首
樗

厳
玄

義
』
(二
七
四
一
〇
)
、
『大
乗
止
観
釈
要
』
(三
〇
八
二

)
、
『
占
察
経
玄

義
』
(三
〇
九
〇
三
)
、
『
斎
経
科
註
』
(二
二
○
八
四
)
、
『
弥
陀
要
解
』
(三

一
六
三
七
)
、『
起
信
論
裂
網
疏
』
(三
二
〇
四
五
)
、
『
孟
蘭

盆
疏
』
(
三
二

二
四
六
)
、
『梵
網
経
合
註
』
(
五
九
九
一
二
)
、
『
成
唯
識
論
観
心
法
要
』

(六
〇

一
四
〇
)
、
『
樗
伽
経
玄
義
』
(
二
九
〇
一
六
)
な
ど
に
み
え
る
。
但

し
、
『
斎

経
科
註
』
だ
け
は
、
三
重
玄
義
を
採
り
、
五
重

玄
義
は
附
説

さ
れ
る
形
を
と
る
。
が
、
『梵
網
経
合
註
』
は
、
天
台
疏

の
三
重
に
は

よ
ら
ず
、

五
重
を
用
い
て
い
る
。

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
教
相
玄
義
の
下
に
出
る
説
は
、
前
述

し
た
通

の
五
時
を
重
視
す
る
、
智
旭
の
教
判
論
と
良
く
合
致
す
る
。
例

え
ば
、

『
弥
陀
要
解
』
で
は
、
「
華
厳
の
奥
蔵
、
法
華
の
秘
髄
、

一
切
諸

仏
の
心
要
、
菩
薩
万
行
の
司
南
、
皆
、
此

(弥
陀
経
)
を
出
な
い

(一一二

六
四
〇
)
」
と
し
、
「謂
い
つ
可
し
。
横
に
八
教
を
該
ね
、
竪
に
五
時
に
徹

る
所
以

は
、
徹
底
の
悲
心
で
あ
る

(
二
二
六
五
四
)」
と
説
く
。
『
教
観
綱

宗
』
に
、

三
縁
慈
を
組
織
づ
け
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
智
旭
の
説
を
、
同
じ
く
五
重
玄
義
で
解
す
る
、
元
の
性
澄

撰
の

『
弥
陀
句
解
』
の
「
此
の
経
の
部
は
生
酢
に
属
す

(
二
二

六
六
三
)
」

と
い
う

よ
う
な
解
釈
と
比
較
し
て
み
る
と
、
智
旭
の
工
夫
の
跡
は
明
ら

か
に
な
る
。

『
斎
経
』
に
、
「
置
毒
酪
中
為
教
相

(一一二
〇
八
四
)
し
と
出
、
『
大
乗
止

観
釈
要
』
に
は
、
「
無
上
醍
醐
為
相

(三
〇
八
一
一
)」
、
『
占
察
経

玄
義
』

に
は
、
「
正
意
則
唯
在
円
頓
也

(三
〇
九
三
三
)
」
、
『首
樗
厳
疏
』
に
は
、

「
生
麻
毒
発
為
教
相
、
此
是
方
等
部
中

円
頓
味

也

(
二
七
〇
七
五
)
」
、

『樗
伽
経
玄
義
』
に
は
、
「
此
是
大
乗
方
等
教
摂
、
若
約
五
味
分
別
即
是

生
酢
…
…
意

在
頓
超
直
入
…
…
故
為
禅
宗
之
正
印

也

(
二
九
〇
三
二
)」

と
出
る
説
は
、
皆
同
旨
の
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔注
〕

頁
数
は
す
ぺ
て
、
中
華
民
国
五
七
年

(
一
九
六
八
)
に
、
修
訂
中
華

大
蔵
経
会
か
ら
印
行
さ
れ
た
、
『中
華
大
蔵
経
』
第
二
輯
、
嘉
興
蔵
の
通

し
頁
数
で
あ
る
。
尚
、
す
で
に

「教
観
綱
宗

・
釈
義
の
教
判
論
」
(駒
大

仏
教
学
集
部
論
第
七
号
・
昭
五
一
・
一
〇
)
と
題
す
る
拙
稿
を
発
表
し
、

智
旭
の
教
判
論
の
特
色
を
解
明
し
、
そ
の
有
効
性
等
に
つ
い
て
論
じ
た
の

で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(
昭
和
五
一
年
八
月
稿
)
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